
毎年敵に行われる鶴城中学校文化祭。宇土市民会館大ホールでは、1日目の合唱コンク叫ルから始まり、2日日の臥

吹奏楽部の演奏でフィナーレを迎えます。文化祭名物ともいわれるオリジナル劇に係わる藤城先生（3年生担当）に寄

稿をお願いしました9（写熱ま3年生の劇

NpO法人宇土の文化音考え了市民の会宇土輯会断－ム隼づ軌跡伽刷附血bun廟p

事務局　〒869－0433　宇土市新小路町123　宇土市民会館内　TELO964－22－0188FAXO964－22－0189

借金輔人の楓、慧荒等雷雲豪語詰ま諾義郎でお支払い下乱、（，よろしくお臥し、たし紺、｝＊火曜弼

サト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1㌦一㌦

No∴！7201軋11・2櫛　文化適侶日豊を考える市民の会

今輌ま5月より新元号となりましたが、秋からの即位の礼正殿の健一　祝賀御列の儀（パレード）、そして大嘗祭

により、『令和』時代が本格的に幕開けしたように感じます。一連の愚意の儀式や行事に、日本の伝統文化の

奥深さ、歴史の盛さへの思いを新たにいたしましたや

さて、NPO撃薬・会館事業とも今年度は前半が終了し、来年草々から5′つの革装を予定しています。

なお、宇土市民会館の事業で、日月30日に予定しておりましたFuTOジャズミート』は2月8Hに延期いたし

ますU　何卒よろしくお願い申し上げます。

肝0法人宇土の文化を考える市民の会サロンコンサート凛
「初春の寿ぎ東蟹座ライブ2020」

全国でご活躍中の福島竹峰（三味線〉きんと藤川いずみ（事）きんが、

熊本のお座敷唄による遊び心いっぱいの楽しい企画を準備くださいました。

皆様ご一緒に揚超の良い年に致しましょう！

、〉日時：令和2年1月12日（日）午後2時開演欄壕1：30）
rJ会場：宇土市民会館大会議室（封削

隆料金：一般2000円（当日お支払いください）

宇土の文化を考える市民の全会員無料（当日入会可：年会費1000円）

問い合わせ先：宇土市民金銀　0984－22・0188

東雲座（しののめざ）プロフィール

平成11年（1999年）、民謡竹蜂流宗家二代目・福島竹峰と、挙ソリスト・藤川いずみの二人で

お座敷文化の保存継承を目的に結成し、今年活動20周年。

邦楽をボーダーレスにカバ｝し、長唄■民詣・小唄・端唄・新内・都々逸t琴曲・地歌・大和楽から

現代邦楽・即興まで和の認空間を演出する。

また、男女共同参画お座敷遊びを裡粟し、お座敷のたのしみを回帰する企画では、熊本最後の芸者あ

や子姐さんをプロデューース¢　今はなき料率新茶家で『市城堀端あそぴかい』を平成14年から続け、古き良

き時代のお座敷文化の保存と継承する活動を行ってきた。

、．ミミ，∵㌣∵㍗・二∴∴三二∴∴：昔～∴言上∵∴チ■ご：■lご避琶
ティパルはじめモナッシュ大学・ロスハウス名人詔席などダスト出演乳　国際文化交流にも〉

爵献している。

辞去員の乃払、当日受矧こてお亀前をお伝えください。
チケットf芸不要ですくさなお、ご家族に限り、代撃でご参加いただけますし
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※日時　料金は11月20E憫在の予定ですゥ

1塙第4回地域伝統芸能祭
（日）開場／13：00　開演／14：00（予定〉

料金：無料　会場：大ホール

地域の文化遺産に触れ伝統文化への意識高揚を

図るため、県内民俗霊能保存団体による「地域

粗　緑

t謳、†7

事
業
報

伝統芸能祭」を

大ホールにて開

催しています。

今年は熊本県内

の獅子舞・虎舞

が登場します合

さ．二守・11ニ丁．やぎ．・∴・ニ∴∴．．二一・1－、2－一・

〇／23

国内外のすぼらしい音響機器でレ
コードや〔Dを聴くコンサートを

大ホールのロビーで行いました。

今年も音楽舎の吉田さんのご協力
で、昭和の歓にスポットをあて、
爵重な音源も聴かせて寅いました。

告吾妻衰禦望喜妻‡碧雪空恵羞
しんで頂きました。

．温一、監
◎′ト特使さんのrしおさいの歌j「さら

ば骨削、食淫な如hレコードのせ源

の曲を捻くことができたのが良かった手

盛空曹アンプの展らかくもハr77凡むせ

は衆噺沌いいの一宮です。～〔平城市

郁代）

㊥とてもよい響きでした帝　も㌧げか証城孝

の狸儲子がグ1ときました。響きが良

＿て辱

宇土ジャズミート実行委員会との共催事業

UTOJAZZMeetlOth
セッションデー

開場／柑こ00　開演／18：30

料金：無料（飲食持ち込み可）

㌔感■

で／～「TTJ“エ‘耶‘叩、勅撰JYJ那－′▼つ′瞥’

．、＼会場：大会議室

演奏する方も、囁くだけの方も、JAZZをナ緒に

楽しみたい方、お気掛こご参加ください寸もちろ

ん飛び入り大歓迎。

（今回はスケジュサ

ルの都合により健

藤允彦トリオの出

演はありません）

軍患滞毘愈餞請願
6／29

熊本県立劇

場の館長で
あり、作家・
コメンテー

ターとして
も著名な萎

尚中さんを

お招きし、
Fなつかしい未来、熊本jという窯

でご講演いただきました。

瀞生きるとい

り串。その

時々がいか

に大草かと

いう啓を思い

知らされたu

r出たとこ勝負ム　なるほど、地質にあ

こその官費の食味も少しわかるような。

亨土市稚鎗jXj女性j

桧〉伝統文化に対しての鼠等が変わ服

した」，深く静かに治される漫乾生のお

声が・亡に　そ鞠に）しんました。内容も

夢線；11た宣言、とても興味深い深浦を

二でした。感歎ぐ一杯て㌻。

出たとこ移牒＝人間か）で頑放っ

て生きて行きます乃　∈字土市相　　転、

代・女性〉

肇藍娯瑠皆
8／10

今年は宇土ライオンズクラブ結成
55周年の記念イベントとの共催と

して、熊本出身の俳優・高良健吾

さんと映画監督・行定勲さんをゲ
ストに迎え、rうつくしいひとJ
rうつくしいひとサバ」の2本を上

映後トークショーを開催。司会進
行にもっこすファイヤーのふたり
も登場し、楽しい映画祭となりま
した。

岩場作品典に欄浜、電乳館、調布

て拝見しました〕何夜鼠ても感動がよ

みがえり、東京にいますが曙省する碇

に、熊本のために何か山県ないか？

と思い、また抒定監督の顔を見に衆

ました。ありがとうございました。（頗外

50代女性）

輩汀　つくしいひと」を見たのは3匡ほく

らいです。熊本城の石段を見て、こ

れが咤中に採れて壌れたんだと、他

者直後は讐いました予　やパ？ほ、私

連の気持ちそのままが、せけになって

いると思′一ていました。あの時よりポロ

ポロ涙がこぼれまい㌔．あのころは璃取

らなくナ〕もやの乳埼もが強か一某のかもし

れません。これからも何回も鼠たいで

務㌧（宇土市郁代廃線1

才豊津　鱒　　　磯、、【

む●．∴・lゼ；●‥

3・も　　・t・一・・二；∴・・●

ほ十　開場／13‥00　開演／13：30会場：大ホール
一般1000円／高校生以下5∝l円く当日各200円噂）

出漬班体（予定）：合唱団rカリョービンガ」・宇墟混声合唱

団・コール宝・字土市児童合唱団・宇土市民吹奏楽団ほか

ゲスト：アンサンブル・フエリシア（ウィーン在住）

畑野妙発くメゾ・ソプラノ）的田朋子（ヴァイオリン）山

ロ友由実（ピアノ）〉

ウィーンではバロック音楽サ

ロンとして話艶の

FerdjnandihoHフエルディナ

ンディホープ別名「ロウソク

の館」）での定期演奏会はい

つも立ち見が出るほどの人気

ぶりです。お楽しみにさ

が銅Jタダ雷管譜

○／26

約400年前の慶長三陸地震津波と慶

長遣欧使節団の史実をもとに、若者
が夢によって立ちあがっていく姿を
描いたわらび座の作品。

宇土市の中学3年生と「鰹の方が一

緒に懸賞しましたも

fg、私は敬で藤橋　孜せる役葛　んの

ガマがとてもすごいなと遷いました。減

軽もすごく親電っぼくて2時間感動Lっぱ

なしでした。照明の色使いもとてもきれい

で、文化発発動こ役立てようと思いまし

た（（注を中3年生〉

鎮守土市が主催する文化透動、完成
啓の掛一・わらび媛声　を主催する二　は

とても窯場らしい‘こす、．宇土市民がうら

やましいてす。．中半生iこ生の務台を見

せるという親好活紗は良いことです。夢、

いいですね。。生硬に

希望をプレゼントでき

よし㌧ね一　千七号透

のlCiこ必ず粍黒目烏

ね。宇土数甘食員
倉プ散華に賀巨　る沓野を他ク市町村も

鼠留rJではしいです。こ7、代市　紹代1

浄‘∴、五七J　疫

学土太鼓舷糞庁巣1食との舞催事鴬

開場／13：00開演／13：30会

料金：十般2㈱円・学生1㈱
ペア3肺門l予定）

平成29年に和太鼓として日本で初めて斑指

ホール

財に指定された〉r学士の雨乞い大東鞍」を、担い手である

宇土の若手太鼓業者たちが柳雨乞い火太鼓の新た春巻

現に挑みます。

NPO浪人宇土の文化を考える市民の会プレゼンツ革質

露鞠を髄射腐蝕意
10／12

〝子どもたちに生の舞台の煮しぎ

を、親子や祖父母と一緒に思い出

に残るひと時をけ…今のネット社会、

ゲーム世代に、人のぬくもりとプ
ロの素晴らしさを体感できる作品

をご覧いただきました。ロビーで
いつまでも出演者や親子で詰って

いる光景が印象的でした。

＄年長、年中の
額塊と泉ましたソ

窺しかったと甘っ

ています，こうい

う内容だとほ知ら

も・くて、え！？っ

て既知は思いましたが、色んな・制やコン

サートにチどもを凍れてい－つてますが、魚

腹までこんなに釘付けになったのは初め

ででい㌔　本別二束鴫らしか－Jたですけ

配給と東物が風刺：マッチしていてすご

かったです，、　平城帝　絹代　女鹿ノ

電車だけiや急ぐこ、頭とかを使って動物

ができるからすごいと思・，た　！写＿主童10

代i

蔓磯飴の迫力に感動でしたさ　艶子で組

割する鴫各、放いていち子がい一指暮

れてきる

食ノバ素

数です。

（熊本準
3日代）

宇土市民金蛇連携調度、ぐ

道立17ンアースツアー2こ）19「iさ」

10／16

去る10月沌日鼓棄ワンアースツ
アー2019「道」が開催されました。
ご来場頂いた皆様、軌こありがと

うございました。

今回4年ぶりの鼓童宇土公演とあっ

て客席は満席！

熊本出身の前田順康さんは高校時
代、宇土太鼓祭や太鼓合宿に参加

されており、今回の公演が鼓愛メ
ンバーになって初めて宇土市民会

館での演奏。

カーテンコールでは「おかえり順

康！」と割れんばかりの拍手が起
こりました。

そして、アンコールでは宇土公演
だけの特別演出「宇土の雨乞い大

太鼓」が萱囁。

超一流のプロが奏でる一打一打に、

宇土の大太鼓が喜んでいるような、

警雪男芝雲量雷妄語慧〉⑳


